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盛
夏
を
迎
え
る
7
月
、
近
年
特
に
梅
雨
の
豪
雨
や
厳
し
い

暑
さ
が
交
互
に
訪
れ
、
災
害
や
熱
中
症
の
注
意
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
3
年
越
し
の
コ
ロ
ナ
禍
は
よ
う
や
く

落
ち
着
く
よ
う
で
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
将
来
へ
向
け
て
の

新
た
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
大
津
市
葛
川
坊
村
の
明
王
院
で
は
、
回
峰
行
者
た

ち
が
、
建
立
大
師
相
応
和
尚
の
修
行
に
な
ら
っ
て
、
5
日
間

の
参
籠
に
入
り
ま
す
。
修
行
者
た
ち
は
、
相
応
和
尚
の
比
良

山
中
で
の
修
行
体
験
を
追
体
験
す
る
べ
く
、
永
年
受
け
継
が

れ
て
き
た
行
な
い
を
ひ
た
す
ら
務
め
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で

は
改
良
や
工
夫
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
結
果
が
求
め
ら

れ
る
の
で
無
く
、そ
の
過
程
の
同
じ
行
い
が
必
要
な
の
で
す
。

下
阪
本
の
東
南
寺
に
あ
る
石
碑
に
こ
の
よ
う
な
一
文
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

ひ
た
す
ら
に

謙
虚
に
行
ず

た
だ
行
ず

つ
ゆ
い
さ
さ
か
の

は
か
ら
い
も
な
く

こ
れ
は
、
故
葉
上
照
澄
大
阿
闍
梨
が
千
日
回
峰
行
中
に
詠

ま
れ
た
歌
で
す
。「
修
行
と
は
、
結
果
に
対
し
て
あ
れ
こ
れ

思
い
は
か
る
こ
と
な
く
、
謙
虚
に
ひ
た
す
ら
行
う
こ
と
で
あ

る
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
す
べ
き
行
為
に
ひ
た
す
ら
集
中
し
打
ち
込
む
こ
と
、
そ

れ
は
一
見
、
無
謀
で
浅
は
か
な
行
為
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
修
行
の
道
は
先
師
の
た
ど
っ
た
道
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
不
安
を
克
服
で
き
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
先
師

の
到
達
し
た
場
所
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
動
の
選
択
に
は
、
先
の
こ
と
、
結
果
の
善
し
悪
し
、
効

率
な
ど
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
先
師
に
学
び
、
受
け
継
が
れ
た
修
行
、
行
な

い
を
謙
虚
に
実
践
す
る
、
こ
れ
も
ま
た
、
必
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
受
け
継
い
だ
も
の
は
、
次
に
伝
わ
っ
て
い

く
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
努
め
て
伝
え

て
行
く
べ
き
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
後
、
様
々
な
不
安
が
巡
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
日
常
の
変
わ
ら
ぬ
勤
め
、
行
な
い
の
中
に
心
の
不
安
を
克

服
す
る
糸
口
が
あ
り
ま
す
。

浄衣に身を包み葛川へと歩む回峰行者

謙謙虚虚ににひひたたすすらら行行うう

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す

比
叡
山
１
面
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「
午
神
」
像
内
部
の
墨
書
（
赤
外
線
写
真
）

焼
き
討
ち
を
逃
れ
た
奇
跡
の
像

大
改
修
事
業
で
新
た
な
事
実
見
つ
か
る

比
叡
山
延
暦
寺
で
は
、
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
か
ら
お
よ
そ
十
箇
年
を
か
け
、
根
本
中
堂
本
堂
の
銅

板
葺
と
廻
廊
の
と
ち
葺
き
の
葺
き
直
し
、
全
体
の
塗
装
の
塗
り
直
し
、
彩
色
の
剥
落
止
め
、
柱
・
軒
下
な

ど
木
部
の
修
理
、
劣
化
し
た
飾
り
金
具
の
修
理
等
を
行
う「
国
宝
根
本
中
堂
大
改
修
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
根
本
中
堂
内
陣
に
奉
安
さ
れ
る
仏
像
の
修
理
も
順
次
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
号

で
は
現
在
修
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
十
二
神
将
の
修
理
経
過
に
つ
い
て
、
今
回
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
も

あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

延
暦
寺
の
十
二
神
将

十二神将が奉安されていた根本中堂内陣
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国宝殿に移され薬師如来像を守護するように安置される十二神将

神
将
の
内
部
に
鎌
倉
時
代
の
墨
書

聖
衆
来
迎
寺
の
像
と
近
い
時
期
に
造
立

修
理
で
造
立
の
詳
細
が
判
る

仏
像
の
解
体
修
理
と
新
発
見

修理のため解体された十二神将「午神」像

信
長
に
よ
る
比
叡
山
焼
き
討
ち

（
延
暦
寺
一
山
観
明
院
蔵
「
降

魔
大
師
縁
起
絵
巻
」） 根

本
中
堂
十
二
神
将
「
子
神
」
像
（
修
理
後
）

同
「
寅
神
」
像
（
修
理
後
）

修
理
の
た
め
壇
上
よ
り
降
ろ
さ
れ
る
像

幾
度
も
火
難
逃
れ
て
現
代
へ

先
人
の
強
い
願
い
を
引
き
継
ぐ 国宝殿にお戻りになられた十二神将

十
二
神
将
と
は
薬
師
如
来

の
眷
属
で
あ
る
十
二
の
夜
叉

神
の
こ
と
で
、『
薬
師
本
願

功
徳
経
』
に
よ
れ
ば
、
釈
尊

が
薬
師
如
来
の
本
願
功
徳
を

説
か
れ
た
際
に
、
十
二
夜
叉

神
が
大
い
に
心
を
動
か
し
、

こ
の
経
を
流
布
し
、
薬
師
如

来
を
信
仰
す
る
者
を
護
る
善

神
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
薬
師
如
来
の
十
二

の
大
願
を
護
り
、
昼
夜
十
二

の
時
や
日
・
月
を
司
る
。

延
暦
寺
の
根
本
中
堂
に

も
、
古
く
か
ら
本
尊
薬
師
如

来
の
眷
属
と
し
て
十
二
神
将

が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
創
建

当
初
の
根
本
中
堂
の
仏
像
の

安
置
状
況
は
わ
か
っ
て
い
な
あ

さ

い
が
、
鎌
倉
時
代
の
『
阿
娑

ば
し
ょ
う

縛
抄
』「
諸
寺
略
記
」（
１
２

７
５
年
頃
成
立
）に
よ
れ
ば
、

根
本
中
堂
は
中
央
薬
師
堂
、

北
の
文
殊
堂
、
南
の
大
師
堂

の
三
堂
か
ら
な
り
、
薬
師
堂

の
瑠
璃
壇
の
帳
内
に
は
最
澄

御
自
刻
の
本
尊
薬
師
如
来
を

含
め
て
薬
師
如
来
像
が
三

体
、七
仏
薬
師
が
七
体
あ
り
、

帳
外
に
は
日
光
・
月
光
菩

薩
、
梵
天
帝
釈
四
天
王
像
、

そ
し
て
十
二
神
将
像
が
あ
っ

た
と
い
う
。

こ
の
十
二
神
将
像
は
治
安

初
年
頃
（
１
０
２
１
〜
２３
）

藤
原
道
長
の
造
立
で
、
像
高

三
尺
五
寸
（
約
一
メ
ー
ト

ル
）
の
彩
色
像
で
あ
っ
た
。

十
二
神
将
の
配
置
は
時
期

に
よ
っ
て
異
な
り
、
慶
命
座

主
の
時
（
在
任
１
０
２
８
〜

３８
年
）
は
、
北
（
向
か
っ
て

右
）
に
三
体
（
奥
か
ら
亥
・

子
・
丑
）、
東
（
正
面
）
に

六
体
（
右
か
ら
寅
・
卯
・
辰

・
巳
・
午
・
未
）、
南
（
向

か
っ
て
左
）
に
三
体
（
前
か

ら
申
・
酉
・
戌
）
並
ん
で
い

た
が
、三
百
年
ほ
ど
後
の『
九

院
仏
閣
抄
』（
１
３
８
１
年

書
写
）
に
よ
れ
ば
、
瑠
璃
壇

四
方
に
三
体
ず
つ
安
置
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。

十
二
神
将
の
尊
名
は
、『
薬

師
本
願
功
徳
経
』
で
は
、
第

く

ぴ

ら

ば

一
の
宮
毘
羅
か
ら
順
に
、
伐

さ

ら

め

き

ら

あ
ん
て

ら

折
羅
、
迷
企
羅
、
安
底
羅
、

あ

に

ら

さ
ん
て

ら

い
ん
だ

ら

頞
儞
羅
、
珊
底
羅
、
因
達
羅
、

は

い

ら

ま

こ

ら

し
ん
だ

ら

波
夷
羅
、
摩
虎
羅
、
真
達
羅
、

し
ょ
う

と

ら

び

が

ら

招
杜
羅
、
毘
羯
羅
と
な
る
。

し
か
し
、『
陀
羅
尼
集
経
』

薬
師
瑠
璃
光
大
陀
羅
尼
呪
で

こ
ん
ぴ

ら

は
、
宮
毘
羅
が
金
毘
羅
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
経
典
に
よ

っ
て
各
尊
名
の
呼
び
方
が
変

わ
る
。
こ
れ
は
尊
名
が
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
の
音
写
に
よ
る

た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
十
二
神
将
は
そ
れ

ぞ
れ
の
干
支
に
配
さ
れ
る

が
、
こ
の
対
応
関
係
に
も
諸

説
あ
る
。

例
え
ば
、『
九
院
仏
閣
抄
』

引
用
の
『
西
方
院
座
主
院
源

座
主
記
』
に
よ
れ
ば
、
根
本

中
堂
十
二
神
将
は
宮
毘
羅
を

寅
と
し
て
、
以
下
、
伐
折
羅

が
卯
、
迷
企
羅
が
辰
、
安
底

羅
が
巳
、
頞
儞
羅
が
午
、
珊

底
羅
が
未
、
因
達
羅
が
申
、

波
夷
羅
が
酉
、摩
虎
羅
が
戌
、

真
達
羅
が
亥
、招
杜
羅
が
子
、

毘
羯
羅
が
丑
と
な
る
。
し
か

し
『
阿
娑
縛
抄
』
で
は
、
金

毘
羅
（
宮
毘
羅
）
が
寅
と
な

る
配
当
以
外
に
も
、
金
毘
羅

を
亥
と
し
て
逆
順
に
十
二
支

を
配
当
し
て
毘
伽
羅
（
毘
羯

羅
）
を
子
と
す
る
説
な
ど
、

四
つ
の
説
を
挙
げ
、
根
本
中

堂
十
二
神
将
も
、
時
代
に
よ

っ
て
干
支
の
配
当
に
諸
説
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
現
在
の

十
二
神
将
も
像
内
に
干
支
の

記
述
は
あ
る
も
の
の
、
尊
名

ま
で
は
判
っ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
現
状
で
は
各
尊
名

を
「
子
神
」「
丑
神
」
と
十

二
支
神
の
名
前
で
呼
ぶ
こ
と

と
し
た
。

現
在
、
根
本
中
堂
内
陣
中

央
の
薬
師
壇
に
あ
る
十
二
神

将
の
十
体
と
梵
天
・
帝
釈
天

の
修
理
が
完
了
し
て
い
る
。

主
な
修
理
内
容
と
し
て
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

・
長
年
に
わ
た
っ
て
堆
積
し

た
埃
の
除
去
。

・
表
面
の
彩
色
及
び
漆
箔
が

下
地
か
ら
剥
落
、
あ
る
い

は
浮
き
が
発
生
し
て
い
た

の
で
、
和
紙
貼
り
（
布
海

苔
で
養
生
）
し
た
う
え
で

剥
落
止
め
。

・
材
の
接
ぎ
目
の
ゆ
る
み
や

亀
裂
ま
た
欠
損
な
ど
が
あ

る
の
で
、
各
部
位
を
一
旦

取
り
離
し
、
清
掃
し
た
う

え
で
接
着
剤
に
よ
り
接
合

す
る
。

・
光
背
や
宝
冠
な
ど
変
形
・

変
色
し
た
金
具
を
取
り
外

し
、
清
掃
し
た
上
で
形
状

を
整
え
て
鍍
金
す
る
。

・
持
物
や
頭
部
に
乗
っ
た
動

物
、台
座（
岩
部
と
框
部
）

な
ど
の
損
傷
を
適
宜
修
理

す
る
。

以
上
が
仏
像
の
修
理
概
要

で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
解
体

し
て
い
く
行
程
に
お
い
て
、

像
内
よ
り
新
た
に
墨
書
銘
が

発
見
さ
れ
た
。

十
二
神
将
並
び
に
梵
天
・

帝
釈
天
の
像
内
に
は
、「
勧

（
カ
）

進
僧
栄
賢
」「
中
臣
乙
犬
女
」

と
い
っ
た
、
勧
進
に
関
わ
っ

た
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い

た
。こ
の
う
ち
午
神
に
は「
僧

栄
賢
、
同
栄
賀
、
同
乙
大
女
、

正
慶
壬
申
元
年
六
月
日
」と
、

正
慶
元
年
（
１
３
３
２
）
の

造
立
年
と
思
し
き
墨
書
が
発

見
さ
れ
た
。
ま
た
、
巳
神
か

ら
も
元
徳
２
年
（
１
３
３

０
）
の
墨
書
が
見
つ
か
り
、

十
二
神
将
が
複
数
年
か
け
て

造
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
さ
ら
に
、
巳
神
と
辰
神

か
ら
は
仏
師
頼
弁
の
名
も
見

つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

勧
進
僧
栄
賢
や
仏
師
頼
弁

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

し
ょ
う
じ
ゅ
ら
い
こ
う
じ

比
叡
山
の
麓
の
聖
衆
来
迎
寺

蔵
の
『
来
迎
寺
要
書
』
の
記

録
か
ら
、
聖
衆
来
迎
寺
客
殿

に
あ
る
日
光
・
月
光
菩
薩
像

が
、元
応
元
年（
１
３
１
９
）

に
栄
賢
の
勧
進
に
よ
っ
て
仏

師
頼
弁
が
造
立
し
た
こ
と
が

判
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
根

本
中
堂
十
二
神
将
像
と
近
い

時
期
に
同
じ
作
者
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
聖
衆
来
迎
寺
客

殿
の
本
尊
薬
師
如
来
と
日
光

・
月
光
菩
薩
は
、
か
つ
て
京

都
岡
崎
に
あ
っ
た
天
台
の
円

げ
ん
の
う
じ

戒
道
場
の
古
刹
、
元
応
寺
の

本
尊
と
伝
わ
る
。

『
来
迎
寺
要
書
』
に
よ
れ

ば
、永
享
７
年（
１
４
３
５
）

の
火
災
で
根
本
中
堂
が
焼
失

し
た
後
、
嘉
吉
３
年
（
１
４

４
３
）
に
再
建
さ
れ
、
文
安

４
年
（
１
４
４
７
）
頃
に
延

暦
寺
か
ら
元
応
寺
に
十
二
神

将
を
移
し
た
い
と
い
う
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

延
暦
寺
よ
り
元
応
寺
に
新
像

を
作
る
た
め
の
費
用
を
支
払

い
、
同
年
末
に
遷
座
供
養
が

営
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
応

仁
の
乱
に
よ
り
元
応
寺
は
焼

失
、
本
尊
の
薬
師
三
尊
像
は

救
出
さ
れ
た
も
の
の
、
十
二

神
将
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。そ

の
後
、
元
応
寺
は
聖
衆

来
迎
寺
に
統
合
さ
れ
、
寛
文

元
年
（
１
６
６
１
）、
京
都

六
条
大
仏
師
民
部
法
眼
が
雲

慶
（
運
慶
）
作
と
伝
わ
る
十

二
神
将
を
修
復
し
聖
衆
来
迎

寺
に
納
め
た
。
現
在
の
聖
衆

来
迎
寺
客
殿
の
十
二
神
将
が

現
在
の
根
本
中
堂
は
寛
永

年
間
の
再
建
で
あ
り
、
こ
こ

こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
根

本
中
堂
十
二
神
将
像
は
、
本

来
は
元
応
寺
に
あ
っ
た
像

で
、
根
本
中
堂
の
火
災
の
後

に
延
暦
寺
に
移
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

に
あ
る
十
二
神
将
像
も
近
年

ま
で
江
戸
時
代
初
期
に
造
像

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
発

見
に
よ
り
、
そ
れ
よ
り
古
い

時
代
の
像
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
。

根
本
中
堂
は
幾
度
か
火
災

に
遭
っ
て
お
り
、
十
二
神
将

像
も
別
の
お
堂
に
移
動
し
た

り
、
焼
失
し
た
際
に
新
造
さ

れ
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば

『
天
台
座
主
記
』に
よ
る
と
、

正
慶
元
年
（
１
３
３
２
）
４

月
、
大
講
堂
火
災
の
際
に
根

本
中
堂
か
ら
避
難
さ
せ
、
８

月
に
根
本
中
堂
に
戻
さ
れ
て

い
る
。
建
武
２
年
（
１
３
３

５
）
１２
月
に
は
、
根
本
中
堂

失
火
に
よ
り
本
尊
な
ど
彼
岸

所
に
一
時
避
難
さ
せ
、後
日
、

座
主
尊
澄
と
恵
鎮
（
円
観
）

が
仏
像
の
検
分
を
行
っ
て
い

る
。そ

の
詳
細
は
三
千
院
蔵
の

『
山
門
根
本
中
堂
本
尊
之

事
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
三

条
大
仏
師
堯
円
法
印
の
差
配

に
よ
り
、
十
二
神
将
像
を
最

初
の
次
第
通
り
に
立
て
直
し

た
と
い
う
。

さ
ら
に
室
町
時
代
以
降
、

根
本
中
堂
は
火
災
に
よ
り
三

度
焼
失
し
て
い
る
。
一
度
目

は
永
享
７
年（
１
４
３
５
）、

足
利
義
教
将
軍
と
の
抗
争
に

よ
り
焼
失
し
て
お
り
、
再
建

後
、文
安
５
年（
１
４
４
８
）

に
仏
像
法
具
を
戻
し
整
備
さ

れ
た
。『
来
迎
寺
要
書
』
に

は
、
こ
の
時
に
元
応
寺
か
ら

十
二
神
将
像
を
移
し
て
き
た

と
あ
る
。

二
度
目
は
明
応
８
年
（
１

４
９
９
）、
細
川
政
元
と
対

立
し
た
こ
と
で
焼
失
し
、
永

正
１５
年
（
１
５
１
８
）
に
再

建
さ
れ
た
。
そ
し
て
元
亀
２

こ
の
よ
う
に
、
十
二
神
将

像
が
元
応
寺
か
ら
移
さ
れ
た

像
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
応

・
元
亀
の
焼
き
討
ち
を
逃
れ

た
こ
と
に
な
る
。
仏
像
の
伝

来
経
緯
に
つ
い
て
、
今
後
の

調
査
研
究
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。
た
だ
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
れ
ら
貴
重
な
お
像
が

今
日
ま
で
無
事
残
っ
て
い
る

年
（
１
５
７
１
）
に
織
田
信

長
の
焼
き
討
ち
に
よ
り
焼

失
、天
正
１３
年（
１
５
８
５
）

に
根
本
中
堂
の
仮
堂
が
再
建

さ
れ
た
が
、
寛
永
８
年
（
１

６
３
１
）
大
風
に
よ
り
倒
壊

し
、
同
１９
年
（
１
６
４
２
）

に
根
本
中
堂
が
再
建
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

の
も
、
何
と
か
後
世
に
守
り

伝
え
た
い
と
い
う
先
人
方
の

強
い
願
い
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
、

延
暦
寺
の
仏
像
の
知
ら
れ
ざ

る
歴
史
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
発

見
も
根
本
中
堂
大
改
修
と
い

う
一
大
事
業
の
成
果
の
一
つ

で
あ
り
、
天
台
宗
祖
師
先
徳

鑽
仰
大
法
会
記
念
事
業
に
よ

る
ご
縁
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

根
本
中
堂
の
修
理
や
調
査
を

通
じ
て
、
新
た
な
発
見
や
知

見
が
期
待
さ
れ
る
。

尚
、
十
二
神
将
像
は
現
在

比
叡
山
国
宝
殿
展
示
室
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
実
際

に
尊
像
を
拝
し
て
い
た
だ

き
、
激
動
の
歴
史
を
乗
り
越

え
て
現
代
へ
と
伝
え
ら
れ
た

歴
史
ロ
マ
ン
と
先
人
の
想
い

を
感
じ
て
欲
し
い
。
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か
つ
て
元
応
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
聖
衆
来
迎
寺
の
日
光
菩
薩
像
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